
学校番号 １０６ 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 書道Ⅲ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 東京書籍「書道Ⅲ」 （書Ⅲ ３０１） 

副教材等 応用ペン習字 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

書道Ⅰ・Ⅱの古典の臨書と新たな書道Ⅲの古典から、より古典の鑑賞・表現力を深め大作に挑む。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 

書道の創造的な諸活動を通して、生涯にわたり書を愛好する心情と書の伝統文化を尊重する態度を育て

るとともに、感性を磨き、個性豊かな表現と鑑賞の能力を高める。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:書への関心・意欲・

態度 

b:書表現の構想と工

夫 

c:創造的な書表現の

技能 
d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

書の創造的活動の喜び

を味わい、書の伝統と

文化に関心をもって、

主体的に表現や鑑賞の

創造的活動に取り組も

うとする。 

 

書表現の諸要素を感受

し、感性を働かせなが

ら、自らの意図に基づ

いて構想し、表現を工

夫している。 

 

創造的な書表現をす

るために、書の効果的

な表現の技能を身に

付け表している。 

文字や書の伝統と文

化について幅広く理

解し、その価値を考

え、書のよさや美しさ

を創造的に味わって

いる。 

評
価
方
法 

観察 

プリント 

添削 

観察 

プリント 

添削 

提出作品 

観察 

プリント 

添削 

提出作品 

観察 

プリント 

添削 

提出作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

４ 学習の活動 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

 

臨
書
の
学
習
を
深
め
半
切
の
臨
書
作
品
を
書
く
。 

   

４月・５月・６月 

臨書・鑑賞 

半紙での練習ののち、半切に

大きい筆を使用し書く。 

１． 高貞碑 

２． 張遷碑または李橋詩雑

詠 

〇 〇 〇 〇 a:各書体の学習を踏まえ、多

様な表現を理解して、色々な

表現技法を習得できるよう、

主体性をもって取り組んでい

る。 

b:多様な古典の特徴を理解

し、美や美を構成する背景を

感受しながら、感性や創造性

を豊かにし、表現の工夫して

いる。 

c:古典の様々な表現技法を身

に付け、自己の表現活動につ

いて発展させている。 

d:用筆法を理解し、書体の特

徴をとらえ表現できている。 

観察 

提出作品 

レポート 

（手本への書

き込み） 

添削 

 

実
用
的
書
道 

７月 

・履歴書の書き方を学ぶ 

・葉書を書く 

 応用ペン字を使用 

 

 

 

 

 

 

〇 〇 〇 〇 a:実用的な書として実生活に

役立つように興味をもって取

り入む。 

b:書類の性質を理解し、正確

に書いている。 

c:美しく正確に書く努力をす

る。 

d:状況や相手に相応した内容

を理解し表現できている。 

観察 

提出作品 

添削 



２
学
期 

選
択
課
題 

８月・９月・１０月・１１月 

１． 漢字臨書半切３つ 

２． かな臨書 

・関戸本古今書 

・三色紙 

・和漢朗詠集 

いずれかから一つ 

３．模刻 

８分一つ 

７分一つ 

 

 

〇 〇 〇 〇 a:自ら課題を選択することに

より、自身のやりたい表現、

得意な表現を見つけ、より深

い興味関心をもって取り組も

うとしている。 

b:それぞれの古典作品の用筆

法・表現技法を理解し正確に

書いている。 

c:古典の様々な表現技法を身

に付け、自己の表現活動につ

いて発展させている 

d:それぞれの元となる古典作

品の用筆法、書風をよく理解

し表現できている。 

観察 

提出作品 

レポート 

添削 

３
学
期 

 

卒
業
制
作
作
品
の
制
作 

 

品 １２月・１月 

卒業制作としての作品 

・３年間の集大成となる作品を

書く 

・表現方法、題材等全てを自

己表現の手段とする。 

 

 

 

 

 

 

〇 〇 〇 〇 a:書の美と表現方法について

関心をもち表現活動に意欲的

に取り組もうとしている。 

b:用筆法・表現方法を理解し、

表現を構想し工夫している。 

c:筆の特性である弾力と和紙

の特性である潤滑を利用し表

現している。 

d:これまでに学んだ表現方法

を活かし創作できている。 

観察 

提出作品 

レポート 

添削 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


